
番 号 名 称 略 称

2 東京書籍 東書 情Ⅱ 002-901 Ｂ ５ 170 令和８ 年

7 実教出版 実教 情Ⅱ 007-901 ◆ Ｂ ５ 174 令和８ 年

7 実教出版 実教 情Ⅱ 702 ◆ Ｂ ５ 214 令和４ 年

116 日本文教出版 日文 情Ⅱ 703 Ｂ ５ 変型 174 令和４ 年

※「 教科書の記号・ 番号」 欄にある ◆は、 「 学習者用デジタ ル教科書」 （ 学校教育法第34
条第２ 項に規定する 教材） の発行予定がある こ と を 示す。

情報
（ 情報Ⅱ）

発 行 者
教科書の記号・ 番号 判型 ページ数 検定済年
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者及び教科書の番号  
 

情報Ⅱ 冊 数 ４冊 

発行者の略称・ 

教科書の番号 
東書002-901 実教007-901 実教702 日文703 

 
２ 学習指導要領における教科・科目の目標等 
【共通教科情報の目標】 

  情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通

して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画する

ための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)  情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得する

とともに、情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。 

(2)  様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ

効果的に活用する力を養う。 

(3)  情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。 

 【情報Ⅱの目標】 

  情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通

して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的、創造的に活用し、情報社会に主体的に

参画し、その発展に寄与するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)  多様なコミュニケーションの実現、情報システムや多様なデータの活用について理解を深め技能を習

得するとともに、情報技術の発展と社会の変化について理解を深めるようにする。 

(2)  様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ

効果的、創造的に活用する力を養う。 

(3)  情報と情報技術を適切に活用するとともに、新たな価値の創造を目指し、情報社会に主体的に参画し、

その発展に寄与する態度を養う。 

 

【情報Ⅱの内容及び内容の取扱い】   

 「 内 容 」 の 概 要 「 内 容 の 取 扱 い 」 抜 粋 
(1) 情報社会の進展と情報技術 

 情報技術の発展による人や社会への影響に着
目し、情報社会の進展と情報技術の関係を歴史
的に捉え、将来の情報技術を展望する活動を通
して、次の事項を身に付けることができるよう
指導する。 

 ア 次のような知識を身に付けること。 
 (ｱ) 情報技術の発展の歴史を踏まえ、情報社会の

進展について理解すること。 
 (ｲ) 情報技術の発展によるコミュニケーション

の多様化について理解すること。 
 (ｳ) 情報技術の発展による人の知的活動への影

響について理解すること。 
 イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に

付けること。 
 (ｱ) 情報技術の発展や情報社会の進展を踏まえ、

将来の情報技術と情報社会の在り方について
考察すること。 

 (ｲ) コミュニケーションが多様化する社会にお
けるコンテンツの創造と活用の意義について
考察すること。 

 (ｳ) 人の知的活動が変化する社会における情報
システムの創造やデータ活用の意義について
考察すること。 

内容の(1)については、この科目の導入として位
置付けるものとする。アの(ｱ)については、情報セ
キュリティ及び情報に関する法規・制度について
も触れるものとする。また、将来の情報技術と情
報社会の在り方等について討議し発表し合うなど
の活動を取り入れるものとする。 
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「 内 容 」 の 概 要 「 内 容 の 取 扱 い 」 抜 粋 
(2) コミュニケーションとコンテンツ 
 多様なコミュニケーションの形態とメディ
アの特性に着目し、目的や状況に応じて情報デ
ザインに配慮し、文字、音声、静止画、動画な
どを組み合わせたコンテンツを協働して制作
し、様々な手段で発信する活動を通して、次の
事項を身に付けることができるよう指導する。 

 ア 次のような知識 
  (ｱ) 多様なコミュニケーションの形態とメデ

ィアの特性との関係について理解すること。 
  (ｲ) 文字、音声、静止画、動画などを組み合わ

せたコンテンツを制作する技能を身に付け
ること。 

  (ｳ) コンテンツを様々な手段で適切かつ効果
的に社会に発信する方法を理解すること。 

 イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身
に付けること。 

 (ｱ) 目的や状況に応じて、コミュニケーション
の形態を考え、文字、音声、静止画、動画な
どを選択し、組合せを考えること。 

 (ｲ) 情報デザインに配慮してコンテンツを制
作し、評価し改善すること。 

 (ｳ) コンテンツを社会に発信したときの効果
や影響を考え、発信の手段やコンテンツを
評価し改善すること。 

 
(3) 情報とデータサイエンス 
      多様かつ大量のデータを活用することの

有用性に着目し、データサイエンスの手法に
よりデータを分析し、その結果を読み取り解
釈する活動を通して、次の事項を身に付ける
ことができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けるこ
と。 

 (ｱ) 多様かつ大量のデータの存在やデータ活
用の有用性、データサイエンスが社会に果た
す役割について理解し、目的に応じた適切な
データの収集や整理、整形について理解し技
能を身に付けること。 

 (ｲ) データに基づく現象のモデル化やデータ
の処理を行い解釈・表現する方法について理
解し技能を身に付けること。 

 (ｳ) データ処理の結果を基にモデルを評価す
ることの意義とその方法について理解し技
能を身に付けること。 

 イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身
に付けること。 

 (ｱ) 目的に応じて、適切なデータを収集し、整
理し、整形すること。 

 (ｲ) 将来の現象を予測したり、複数の現象間の
関連を明らかにしたりするために、適切な
モデル化や処理、解釈・表現を行うこと。 

 (ｳ) モデルやデータ処理の結果を評価し、モデ
ル化や処理、解釈・表現の方法を改善するこ
と。 

内容の(2)のアの(ｱ)及びイの(ｱ)では、コンテン
ツに対する要求を整理する活動も取り入れるもの
とする。アの(ｳ)及びイの(ｳ)では、発信者、受信
者双方の視点からコンテンツを評価する活動を取
り入れるものとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内容の(3)のアの(ｱ)については、データサイエ
ンスによる人の生活の変化についても扱うものと
する。イの(ｲ)については現実のデータの活用に配
慮するものとする。アの(ｳ)及びイの(ｳ)について
は、アの(ｲ)及びイの(ｲ)で行ったモデル化や処理、
解釈・表現の結果を受けて行うようにするものと
する。 
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「 内 容 」 の 概 要 「 内 容 の 取 扱 い 」 抜 粋 
(4)  情報システムとプログラミング 

 情報システムの在り方や社会生活に及ぼ
す影響、情報の流れや処理の仕組みに着目
し、情報システムを協働して開発する活動を
通して、次の事項を身に付けることができる
よう指導する。 

  ア 次のような知識及び技能を身に付けるこ
と。 

  (ｱ) 情報システムにおける、情報の流れや処理
の仕組み、情報セキュリティを確保する方
法や技術について理解すること。 

  (ｲ)  情報システムの設計を表記する方法、設
計、実装、テスト、運用等のソフトウェア
開発のプロセスとプロジェクト・マネジメ
ントについて理解すること。 

  (ｳ) 情報システムを構成するプログラムを制
作する方法について理解し技能を身に付け
ること。 

  イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身
に付けること。 

  (ｱ) 情報システム及びそれによって提供され
るサービスについて、その在り方や社会に
果たす役割と及ぼす影響について考察する
こと。 

  (ｲ) 情報システムをいくつかの機能単位に分
割して制作し統合するなど、開発の効率や
運用の利便性などに配慮して設計するこ
と。 

  (ｳ) 情報システムを構成するプログラムを制
作し、その過程を評価し改善すること。 

 
(5) 情報と情報技術を活用した問題発見・解決の

探究 
「情報Ⅰ」及び「情報Ⅱ」で身に付けた資質・

能力を総合的に活用し、情報と情報技術を活
用して問題を発見・解決する活動を通して、
新たな価値の創造を目指し、情報と情報技術
を適切かつ効果的に活用する資質・能力を高
めることができるよう指導する。 

内容の(4)のアの(ｱ)及びイの(ｱ)については、社
会の中で実際に稼働している情報システムを取り
上げ、それらの仕組みと関連させながら扱うもの
とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内容の(5)については、この科目のまとめとして
位置付け、生徒の興味・関心や学校の実態に応じ
て、コンピュータや情報システムの基本的な仕組
みと活用、コミュニケーションのための情報技術
の活用、データを活用するための情報技術の活用、
情報社会と情報技術の中から一つ又は複数の項目
に関わる課題を設定して問題の発見・解決に取り
組ませるものとする。なお、学習上の必要があり、
かつ効果的と認められる場合は、指導の時期を分
割することもできるものとする。 

 
３ 教科書の調査研究 

（1）内容 

ア 調査研究の総括表 

      調  査  項  目   対象の根拠(目標等との関連) 
  ａ 単元など内容や時間のまとまりを通し

て、その中で育む資質・能力の育成 
学習指導要領 第２章 第10節 第３款 １ (1) 

 

 ｂ 情報に関する科学的な見方・考え方を働

かせた探究的な学習活動の充実 
学習指導要領 第２章 第10節 第２款 第２ １ 

   
 その他の項目(各教科共通) 学習指導要領総則、東京都教育委員会の基本方針、 

東京都教育ビジョン 

437



 
イ 調査項目の具体的な内容 
① 調査項目の具体的な内容の対象とした事項 

     調査研究事項のａ、ｂ及びその他の項目との関連で、次の事項について具体的に調査研究する。 

       ａ 単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成（各教科共通） 

・ 各単元などにおいて、教科の目標に結び付けた資質・能力の育成について見取る。 

    ｂ  情報に関する科学的な見方・考え方を働かせた探究的な学習活動の充実 

・ 情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報と情報技術を活用して問題を発見し主体的、

協働的に制作や討論等を行うことを通して解決策を考えるなどの探究的な学習活動の設定につ

いて見取る。 

《その他の項目》（各教科共通） 
・ 我が国の伝統や文化、国土や歴史に対する理解、他国の多様な文化の尊重に関する特徴や工夫 

・ 人権課題（同和問題、北朝鮮による拉致問題等）に関する特徴や工夫 

・ 安全・防災や自然災害の扱い 

・ オリンピック・パラリンピックに関する特徴や工夫 

・ 固定的な性別役割分担意識に関する記述等 
 

② 調査対象事項を設定した理由等 

ａ 単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成(各教科共通) 

・ 学習指導要領の中に、「単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力

の育成について」が言及されているので、各単元における資質・能力をどのように育成できる

かという視点で質的な調査をする。 

  b 情報に関する科学的な見方・考え方を働かせた探究的な学習活動の充実 

・ 学習指導要領の中に、「情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報と情報技術を活用

して問題を発見し主体的、協働的に制作や討論等を行うことを通して解決策を考えるなどの探

究的な学習活動の充実を図ること」が言及されているので、このような学習活動が設定されて

いるかという視点で質的な調査をする。 

《その他の項目》（各教科共通） 
・ 我が国の領域をめぐる問題及び国旗・国歌の取扱いについては、学習指導要領総則に基づき、

これらの問題を正しく理解できるようにするため、その扱いについて調査する。 
・ 北朝鮮による拉致問題については、東京都教育委員会の基本方針１に基づき、人権尊重の理念

を正しく理解できるようにするため、その扱いについて調査する。 
・ 東京都では、自然災害時における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的なリス

クマネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力の向上が

重要であることから、防災や自然災害の扱いについて調査する。 
・ 東京都教育委員会の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社会に貢献でき

る日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いについて調査する。 
・ 東京都教育委員会の基本方針１及び東京都の男女平等参画推進の施策を踏まえ、固定的な性別

役割分担意識の解消や、「無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）」に気付いて言動等を

見直していくなど、男女の平等を重んずる態度を養うことができるよう、その扱いについて調査

する。 
 

（2）構成上の工夫（各教科共通） 
・ デジタルコンテンツの扱い 
・ ユニバーサルデザインの視点  

・ 自立した学習者の育成に資する工夫 
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教科名 情報

科目名 情報Ⅱ

東書

情Ⅱ002-901

情報Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

（ 1） 情報社会の進展と 情報技術 ・ 地域に関する 公的統計データ をグラ フ 化し て課題を発見し 、 解決案を検討する などの学習活動
を通し て、 情報シス テムや多様なデータ の活用について理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ 人工知能によ る 職業や雇用の変化を 調べたり 考えたり する などの学習活動を通し て、 情報技術
の発展と 社会の変化について理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。

（ 2） コ ミ ュ ニケーショ ンと コ ンテンツ ・ 目的や状況に応じ てコ ンテンツを制作する などの学習活動を 通し て、 情報技術を 適切かつ効果
的・ 創造的に活用する 力を養う よ う に工夫さ れている 。

（ 3） 情報と データ サイ エンス ・ データ を地図上に可視化する などの学習活動を通し て、 データ に基づく 現象や多様なデータ の
活用について理解を深め、 技能を習得する よ う に工夫さ れている 。

（ 4） 情報シス テムと プロ グラ ミ ング ・ POSレ ジの仕組みを簡易的に作成する などの学習活動を通し て、 情報シス テムについて理解を
深め、 技能を習得する よ う に工夫さ れている 。

（ 5） 情報と 情報技術を活用し た問題発
見・ 解決の探究

・ 情報のチェ ッ ク リ ス ト を作る などの活動を通し て、 問題の発見・ 解決に向けて情報と 情報技術
を適切かつ効果的・ 創造的に活用する 力を養う よ う 工夫さ れている 。

ｂ 　 情報に関する 科学的な見方・ 考え方を働かせた探究的な学習活動の充実

情報に関する 科学的な見方・ 考え方を働か
せ， 情報と 情報技術を活用し て問題を発見
し 主体的， 協働的に制作や討論等を行う こ
と を通し て解決策を考える など の探究的な
学習活動の設定

・ 情報と データ サイ エンス などの単元において、 う わさ の信ぴょ う 性について議論する などの学
習活動を通し て、 情報に関する 科学的な見方・ 考え方を働かせながら 、 主体的・ 協働的に問題解
決策を検討さ せる 場面が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

記載なし

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い ・ SNSに投稿さ れた画像を利用し た浸水推定図の作成について取り 上げている 。
・ 関東大震災等を例に、 安全・ 防災や自然災害について学習する 場面が設定さ れている 。

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

・ 学習項目に関連し た学習動画や解説教材などを視聴・ 閲覧でき る 二次元コ ード が掲載さ れてい
る 。

・ ユニバーサルデザイ ンに基づいた工夫や配慮が記述さ れている 。

・ 「 こ の教科書の使い方」 を示し 、 生徒が自分で学習を進めら れる よ う に工夫さ れている 。
・ 評価の欄や章末問題によ って振り 返り ができ る よ う にする など、 自立し た学習ができ る 構成と
なっている 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 情報

科目名 情報Ⅱ

実教

情Ⅱ007-901◆

最新情報Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

（ 1） 情報社会の進展と 情報技術 ・ I oTが進展し ていく ための課題と 留意点について考える などの学習活動を通し て、 情報技術の
発展と 社会の変化についての理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。

（ 2） コ ミ ュ ニケーショ ンと コ ンテンツ ・ 「 効果的な音の使い方」 について考える など学習活動を通し て、 多様なコ ミ ュ ニケーショ ンの
実現について理解を深める と と も に、 情報技術の発展についての理解も 深ま る よ う に工夫さ れて
いる 。

（ 3） 情報と データ サイ エンス ・ 基本統計量の計算と 箱ひげ図を作成する などの学習活動を通し て、 問題の発見・ 解決に向けて
情報と 情報技術を適切かつ効果的、 創造的に活用する 力を養う よ う に工夫さ れている 。

（ 4） 情報シス テムと プロ グラ ミ ング ・ 日程調整シス テムを実際に開発する などの学習活動を通し て、 情報社会に主体的に参画し 、 そ
の発展に寄与する 態度を養う よ う に工夫さ れている 。

（ 5） 情報と 情報技術を活用し た問題発
見・ 解決の探究

・ 「 食品ロ ス について考えてみよ う 」 など、 その章で学習し た内容を基に問題を 発見・ 解決する
活動を提示し 、 情報技術を適切かつ効果的、 創造的に活用する 力を養う よ う に工夫さ れている 。

ｂ 　 情報に関する 科学的な見方・ 考え方を働かせた探究的な学習活動の充実

情報に関する 科学的な見方・ 考え方を働か
せ， 情報と 情報技術を活用し て問題を発見
し 主体的， 協働的に制作や討論等を行う こ
と を通し て解決策を考える など の探究的な
学習活動の設定

・ 情報社会と 情報技術などの単元において、 「 啓発リ ーフレ ッ ト 製作」 などグループでの学習活
動が設定さ れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

記載なし

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い ・ 地域の防災情報シス テムの構築を取り 上げ、 安全・ 防災や自然災害について学習する 場面が設
定さ れている 。

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

・ 1964年の東京オリ ンピッ ク で作成さ れたピク ト グラ ムを取り 上げる など、 オリ ンピッ ク ・ パラ
リ ンピッ ク について学習する 場面が設定さ れている 。

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

・ 各章の重要用語を一問一答形式で学習でき る Webアプリ 等が利用でき る 二次元コ ード を掲載し
ている 。

・ ユニバーサルデザイ ンフォ ント が採用さ れている 。
・ カラ ーユニバーサルデザイ ンに配慮さ れている 。

・ 「 本書の構成と 使い方」 を示し 、 生徒が自分で学習を進めら れる よ う に工夫さ れている 。
・ 既習事項の振り 返り や章末問題を示し 、 自学自習でき る 工夫を行っている 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 情報

科目名 情報Ⅱ

実教

情Ⅱ702◆

情報Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 情報社会の進展と 情報技術】 ・ 人工知能やロ ボッ ト の活用方法を考える などの活動を通し て、 情報技術の発展と 社会の変化に
ついての理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ 他人のパス ワ ード でサービス にロ グイ ンし た場合の法的な問題を考える 活動などを通し て、 情
報と 情報技術を 適切に活用する こ と への態度を養う よ う に工夫さ れている 。

【 コ ミ ュ ニケーショ ンと コ ンテンツ】 ・ ソ ーシャ ルメ ディ アの活用方法や課題を考える 活動を通し て、 多様なコ ミ ュ ニケーショ ンの実
現への理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。

【 情報と データ サイ エンス 】 ・ 様々なデータ 分析手法を学んだり 、 表計算ソ フト でデータ を 分析する などの活動を通し て、 情
報シス テムや多様なデータ の活用について理解を深め技能を 習得する よ う に工夫さ れている 。

【 情報シス テムと プロ グラ ミ ング】 ・ 既存の情報シス テムを組み合わせる こ と によ り 社会の変化を 考える などの活動を 通し て、 情報
技術の発展と 社会の変化についての理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ Ａ Ｐ Ｉ を活用し たＷｅ ｂ シス テムの実習などの活動を通し て、 情報シス テムや多様なデータ の
活用について理解を深め技能を習得する よ う に工夫さ れている 。

【 情報と 情報技術を活用し た問題発見・ 解
決の探究】

・ 都道府県のデータ から ク ラ ス タ リ ングを行う などの活動を 通し て、 情報シス テムや多様なデー
タ の活用について理解を深め技能を習得する よ う に工夫さ れている 。
・ Ｓ Ｎ Ｓ 上の炎上の仕組みを考察する などの活動を通し て、 情報と 情報技術を適切に活用する と
と も に、 情報社会に主体的に参画し 、 その発展に寄与する 態度を養う よ う 工夫さ れている 。

b  情報に関する 科学的な見方・ 考え方を働かせた探究的な学習活動の充実

情報に関する 科学的な見方・ 考え方を働か
せ， 情報と 情報技術を活用し て問題を発見
し 主体的， 協働的に制作や討論等を行う こ
と を通し て解決策を考える など の探究的な
学習活動の設定

・ 「 地域の社会問題を解決する ためのデータ 分析の活用」 について、 情報を活用し て情報に関す
る 科学的な考え方を働かせ、 討論を行う こ と を通し て地域の問題解決策を考える 探究的な学習活
動を設定する 場面が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

記載なし

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い ・ 社会の中の情報シス テムの例と し て「 防災分野」 が挙げら れている 。

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

・ 学習項目に関連し た数値データ やプロ グラ ムコ ード など、 デジタ ルコ ンテンツ を活用し て効果
的に学習でき る よ う 二次元コ ード を掲載し ている 。

・ カラ ーユニバーサルデザイ ンに配慮さ れている 。
・ ユニバーサルデザイ ンフォ ント が採用さ れている 。

・ 「 本書の構成」 において、 学習の目標や到達度を把握し やすく する ために応用的な内容を「 プ
ロ ジェ ク ト 」 と し てま と めている こ と を示し ている 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 情報

科目名 情報Ⅱ

日文

情Ⅱ703

情報Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 情報社会の進展と 情報技術】 ・ ソ ーシャ ルメ ディ アやＣ Ｇ Ｍなど 新し いコ ミ ュ ニケーショ ン手段や情報デザイ ンについて考
える 活動を 通し て、 多様なコ ミ ュ ニケーショ ンの実現について理解が深ま る よ う に工夫さ れて
いる 。
・ 人工知能によ る 最新の取組みを 調べたり 考えたり する など の活動を通し て、 情報技術の発展
と 社会の変化について理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。

【 コ ミ ュ ニケーショ ンと コ ンテンツ 】 ・ コ ンテンツ 制作のプロ セス や解決策立案のための手法など を学ぶこ と を通し て、 問題の発
見・ 解決に向けて情報と 情報技術を適切かつ効果的、 創造的に活用する 力を養う よ う 工夫さ れ
ている 。

【 情報と データ サイ エンス 】 ・ 様々なデータ 分析手法を学んだり 、 Ｗｅ ｂ アプリ ケーショ ンと データ ベース の連携し た文化
祭予約シス テムを構築し たり する 活動を通し て、 情報シス テムや多様なデータ の活用について
理解を深め技能を習得する よ う に工夫さ れている 。

【 情報シス テムと プロ グラ ミ ング】 ・ 仮想通貨やコ ード 決済の事例紹介など を 通し て、 情報技術の発展と 社会の変化について理解
を深めよ う と する よ う に工夫さ れている 。
・ 文化祭予約シス テム のシス テム 設計など の活動を通し て、 情報シス テムや多様なデータ の活
用について理解を深め技能を習得する よ う に工夫さ れている 。

【 情報と 情報技術を活用し た問題発見・ 解
決の探究】

・ 個人情報保護のリ ーフ レ ッ ト を 作成する など の活動を 通し て、 情報と 情報技術を適切に活用
する と と も に、 情報社会に主体的に参画し 、 その発展に寄与する 態度を養う よ う 工夫さ れてい
る 。
・ 機械学習によ る データ 分析実習など の活動を通し て、 情報シス テムや多様なデータ の活用に
ついて理解を深め技能を習得する よ う に工夫さ れている 。

b  情報に関する 科学的な見方・ 考え方を働かせた探究的な学習活動の充実

情報に関する 科学的な見方・ 考え方を 働か
せ， 情報と 情報技術を活用し て問題を 発見
し 主体的， 協働的に制作や討論等を行う こ
と を通し て解決策を考える など の探究的な
学習活動の設定

・ 「 Ｗｅ ｂ サイ ト のプロ ト タ イ プ作成」 について、 情報を活用し て情報に関する 科学的な考え
方を働かせ、 協働作成を行う こ と を通し て解決策を考える 探究的な学習活動を設定する 場面が
設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

記載なし

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い ・ 大規模災害発生にと も なう 交通可能道路データ によ る 地図情報の例が紹介さ れている 。

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

・ 情報デザイ ンの事例紹介で、 東京2020オリ ンピ ッ ク ス ポーツ ピ ク ト グラ ムの例が紹介さ れて
いる 。

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

・ 学習項目に関連し た数値データ やプロ グラ ムコ ード など 、 デジタ ルコ ンテンツ を活用し て効
果的に学習でき る よ う 二次元コ ード を掲載し ている 。

・ カラ ーユニバーサルデザイ ンに配慮さ れている 。
・ ユニバーサルデザイ ンフ ォ ント が採用さ れている 。

・ 「 本書の構成」 、 「 ページの基本構成」 、 「 序章」 における 「 情報Ⅰ」 ま での習得状況の確
認や見通し 、 に加え、 「 章末問題」 において自立し た学習ができ る 構成と なっている 。

デジタ ルコ ン テンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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